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山
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事
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部

口
県
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印
規
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一
部
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改
正
す
る

準
点
測
量
成
果
の
写
し
の
保
管
等
に

口
県
都
市
計
画
推
進
協
議
会
規
程
の

示口
県
不
動
産
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業
者
登
録
簿
閲
覧

準
点
測
量
成
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閲
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関
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す
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め
、
同
号
中
ワ
を
ツ
と
し
、
ツ

ヨ

法
第
二
十
八
条
第
二

だ
し
書
の
規
定
に
よ
る

ヰ

法
第
三
十
三
条
の
六

立
生
活
援
助
の
実
施
を

第
三
十
三
条
第
一
号
中
レ
を

ラ

法
第
三
十
一
条
第
三

り
指
定
医
療
機
関
に
入

又
は
こ
れ
ら
の
措
置
を

第
三
十
三
条
第
一
号
ヨ
中
「

を
削
り
、
同
号
中
ヨ
を
ナ
と
し

第
三
十
三
条
第
一
号
オ
を
同

め
、
同
号
中
ノ
を
フ
と
し
、
フ

ケ

法
第
五
十
六
条
第
八

つ
き
、
官
公
署
に
対
し

第
三
十
三
条
第
一
号
ム
か
ら

号
マ
と
し
、
同
号
ナ
中
「
第
三

二
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
四

で
と
し
、
ノ
の
前
に
次
の
よ
う

第
三
十
三
条
第
一
号
イ
及
び

同
号
ハ
中
「
受
給
者
証
」
を
「

給
付
決
定
」
に
改
め
、
同
号
ホ

ト
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ヘ

法
第
二
十
四
条
の
十

な
情
報
の
提
供
を
行
い

ト

法
第
二
十
四
条
の
十

い
て
あ
つ
せ
ん
又
は
調

第
三
十
一
条
第
二
項
第
九
号

し
、
同
条
第
五
項
第
六
号
イ
中

四
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に

号
ホ
中
「
本
人
の
保
護
者
」
を

「
家
族
等
」
の
下
に
「
そ
の
他

第
三
十
二
条
の
二
第
一
号
イ

改
め
、
同
号
ニ
中
「
保
護
者
」

の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、

措
置
の
期
間
を
更
新
す
る
こ
と
。

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
義
務

希
望
す
る
も
の
等
か
ら
の
申
込
書

ウ
と
し
、
タ
を
ム
と
し
、
ム
の
前

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
障
害
児
入

院
し
た
児
童
に
つ
い
て
在
所
期
間

相
互
に
変
更
す
る
こ
と
。

若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
六
十
三

、
カ
を
ネ
と
し
、
同
号
ワ
中
「
従

号
コ
と
し
、
同
号
ノ
中
「
第
三
十

の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
人
又
は

、
必
要
な
書
類
の
閲
覧
又
は
資
料

ヰ
ま
で
を
削
り
、
同
号
ラ
中
「
ナ

十
一
条
第
五
項
、
第
六
十
三
条
の

項
」
に
改
め
、
同
号
中
ナ
を
ヤ
と

に
加
え
る
。

ロ
中
「
障
害
児
施
設
給
付
費
」
を

入
所
受
給
者
証
」
に
改
め
、
同
号

中
「
施
設
受
給
者
証
」
を
「
入
所

九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指

、
そ
の
利
用
に
関
し
相
談
に
応
じ

九
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指

整
及
び
要
請
を
行
う
こ
と
。

中
ロ
を
削
り
、
ハ
を
ロ
と
し
、
ニ

「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
二

改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
二
十
三
条

「
現
に
本
人
の
保
護
の
任
に
当
た

の
関
係
者
」
を
加
え
る
。

中
「
第
三
十
三
条
の
四
第
五
項
」

を
「
家
族
等
」
に
改
め
る
。

一

同
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

教
育
終
了
児
童
等
で
あ
つ
て
児
童

の
提
出
を
受
け
る
こ
と
。

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

所
施
設
に
入
所
し
、
又
は
委
託
に

の
延
長
を
行
い
、
委
託
を
継
続
し

条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

事
す
る
」
を
「
従
業
す
る
」
に

四
条
」
を
「
第
三
十
三
条
」
に

そ
の
扶
養
義
務
者
の
収
入
の
状
況

の
提
供
を
求
め
る
こ
と
。

」
を
「
ヤ
」
に
改
め
、
同
号
ラ
を

二
第
三
項
又
は
第
六
十
三
条
の
三

し
、
ソ
か
ら
ネ
ま
で
を
ノ
か
ら
ク

「
障
害
児
入
所
給
付
費
」
に
改
め

ニ
中
「
施
設
給
付
決
定
」
を
「
入

受
給
者
証
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
及

定
障
害
児
入
所
施
設
等
に
関
し
必

、
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。

定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
利
用
に

か
ら
ト
ま
で
を
ハ
か
ら
ヘ
ま
で

条
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
二

」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
、

つ
て
い
る
者
」
に
改
め
、
同
号
ソ

を
「
第
三
十
三
条
の
七
第
五
項
」

た 自よ、」改 改に同第ま 、所び要つ と十同中に

規

則



平

山
に
改

成 年 月 日 月曜日

山
山

山 口

場
合

る
。こ

条
の

県 報

第
チ
を第

準
用

（号 外 ）

第
の
二

口
県
職
員
被
服
等
貸
与
規
則
（
昭

正
す
る
。

口
県
職
員
被
服
等
貸
与
規
則
の
一

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

口
県
規
則
第
二
十
六
号

山
口
県
職
員
被
服
等
貸
与
規
則

を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
同
号

チ

法
第
九
条
の
三
第
三
項
の
規

リ

法
第
九
条
の
三
第
四
項
の
規

ヌ

法
第
九
条
の
三
第
五
項
の
規

附

則

の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

二
第
一
号
の
改
正
規
定
は
、
平
成

六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

け
た
児
童
を
児
童
自
立
支
援
施

三
十
三
条
第
一
号
ヌ
中
「
指
定
」

リ
と
し
、
ト
の
次
に
次
の
よ
う
に

チ

法
第
二
十
四
条
の
二
十
四
第

こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
。

三
十
三
条
第
二
号
ロ
中
「
第
八
条

す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え

タ

法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規

規
定
に
よ
る
措
置
の
期
間
を
延

レ

法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規

べ
、
又
は
資
料
を
提
出
す
る
こ

ソ

法
第
二
十
八
条
第
五
項
の
規

三
十
三
条
第
一
号
ヲ
を
同
号
カ
と

」
を
加
え
、
同
号
中
ル
を
ワ
と
し

ヲ

法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項

和
四
十
六
年
山
口
県
規
則
第
三

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

山
口
県
知

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

中
リ
を
ヲ
と
し
、
チ
を
ル
と
し
、

定
に
基
づ
き
、
裁
判
官
に
対
し

定
に
基
づ
き
、
許
可
状
の
交
付

定
に
基
づ
き
、
許
可
状
を
所
属

す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
一
条

二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

り
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
第

設
又
は
児
童
養
護
施
設
に
入
所

を
「
指
示
」
に
改
め
、
同
号
中

加
え
る
。

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
障
害

の
二
第
二
項
」
の
下
に
「
（
法

、
同
号
ハ
中
「
（
法
第
九
条
の

定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
第

長
す
る
こ
と
。

定
に
基
づ
き
、
家
庭
裁
判
所
に

と
。

定
に
基
づ
き
、
家
庭
裁
判
所
か

し
、
同
号
ル
中
「
第
三
十
三
条

、
ワ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え

の
規
定
に
基
づ
き
、
少
年
法
第

十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

公
布
す
る
。

事

村

岡

嗣

政

ト
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

、
資
料
を
提
出
す
る
こ
と
。

を
受
け
る
こ
と
。

職
員
に
交
付
す
る
こ
と
。

第
五
項
第
六
号
及
び
第
三
十
二

す
る
。

二
号
の
保
護
処
分
の
決
定
を
受

さ
せ
る
こ
と
。

ヌ
を
ル
と
し
、
リ
を
ヌ
と
し
、

児
入
所
給
付
費
等
を
支
給
す
る

第
九
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て

二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

一
号
及
び
第
二
号
た
だ
し
書
の

対
し
、
報
告
を
し
、
意
見
を
述

ら
の
勧
告
を
受
け
る
こ
と
。

」
の
下
に
「
、
法
第
三
十
三
条

る
。

二
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
十

了
試
験
の
成
績
の
項
及
び
地
山

の
項
を
削
る
。

山
口
県
規
則
第
二
十
七
号

知
事
が
取
り
扱
う
個
人

知
事
が
取
り
扱
う
個
人
情
報

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

別
表
採
石
業
務
管
理
者
試
験

労
働
部
新
産
業
振
興
課
」
を
「

み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い

の
貸
与
期
間
を
改
正
後
の
規

貸
与
期
間
に
通
算
す
る
。

知
事
が
取
り
扱
う
個
人
情
報

る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十

別
表
第
二
中
「

新
部

働
労
工
商

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現

則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に

服
等
貸
与
規
則
（
以
下
「
改

別
表
第
一
の
５
の
２
の
項
を

課
画
企
策

政
部

」
に
改
め
、
同

別
表
第
一
の

の
項
中
「

工
商

表

の
項
中
「

科
接
溶

」
を
「溶

の
掘
削
及
び
土
止
め
支
保
工
作
業

山
口

情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則
の
一

の
保
護
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十

。の
成
績
の
項
及
び
砂
利
採
取
業
務

商
工
労
働
部
商
政
課
」
に
改
め
、

て
、
改
正
前
の
規
則
の
規
定
に
よ

則
の
規
定
に
よ
り
職
員
に
貸
与
さ

の
保
護
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

一
日

課
興
振

業
産

」
を
「

部
働

労
工
商

六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

に
改
正
前
の
山
口
県
職
員
被
服
等

よ
り
職
員
に
貸
与
さ
れ
て
い
る
被

正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
相

削
り
、
同
表
６
の
項
中
「

画
企

合
総

項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

課
興
振

業
産

新
部

働
労

」
を
「

も
、
ス

ー
コ

期
短

科
接

商り
く
づ

の

主
任
者
技
能
講
習
修
了
試
験
の
成

県
知
事

村

岡

嗣

政

部
を
改
正
す
る
規
則

四
年
山
口
県
規
則
第
二
十
五
号
）

主
任
者
試
験
の
成
績
の
項
中
「
商

同
表
林
業
架
線
作
業
主
任
者
講
習

り
職
員
に
貸
与
さ
れ
て
い
た
被
服

れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
被
服
等

改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

課
政

商

」
に
改
め
る
。

貸
与
規
則
（
以
下
「
改
正
前
の

服
等
は
、
改
正
後
の
山
口
県
職
員

当
規
定
に
よ
り
貸
与
さ
れ
た
も
の

課
策

政
域

地
部

」
を
「

政
商

部
働

労
工

画
企

合
総

課

」
に
改
め
、

科
術

技

」
に
改
め
る
。

二

績 の工修 等のす 規被と 同



平成 年 月 日 月曜日

「

山 口 県

山
る
。別

報

山
山

（号 外 ）

こ
講
習

土
木
事
務
所

一
八

学
事
文
書
課
長

東
京
事
務
所
長

大
阪
事
務
所
長

山
口
農
林
事
務
所
長

美
祢
農
林
事
務
所
長

下
関
農
林
事
務
所
長

各

長
門
農
林
事
務
所
長

下
関
水
産
振
興
局
長

土
木
事
務
所
長

錦
川
総
合
開
発
事
務
所
長

口
県
公
印
規
程
（
昭
和
三
十
一

表
第
一
中

「

一
七

学
事
文
書
課

東
京
事
務
所

大
阪
事
務
所

山
口
農
林
事

美
祢
農
林
事

下
関
農
林
事

長
門
農
林
事

下
関
水
産
振

口
県
訓
令
第
二
号

口
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改

附

則

の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月

修
了
試
験
の
成
績
の
項
を
削
る
改

訓

」

長

」

二
個

一
個

に
改
め
、

年
山
口
県
訓
令
第
三
十
七
号
）
の

長

二
個

長長務
所
長

務
所
長

務
所
長

各
一
個

務
所
長

興
局
長

を

る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る

山
口
県
知

正
す
る
訓
令

一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し

正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施

令

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

庁

中

一

般

各
出
先
機
関

。事

村

岡

嗣

政

、
別
表
林
業
架
線
作
業
主
任
者

行
す
る
。

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十

基
準
点
測
量
成
果
の
写

基
準
点
測
量
成
果
の
写
し
の

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

第
二
条
中
「
総
合
企
画
部
地

附

則

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六

山
口
県
訓
令
第
三
号

基
準
点
測
量
成
果
の
写
し
の

定
め
る
。

知
事
職
務
代

理
者
印

副
知
事
印

一
二

二
六

一一

「
六
〇
」
を
「
五
九
」
に
、
「

「
知

事

印

二
〇

一

り
、
「
副
知
事
印

二
六

「

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
日

山
口

し
の
保
管
等
に
関
す
る
取
扱
規
程

保
管
等
に
関
す
る
取
扱
規
程
（
昭

正
す
る
。

域
政
策
課
」
を
「
総
合
企
画
部
政

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

保
管
等
に
関
す
る
取
扱
規
程
の
一

学
事
文
書
課
長

学
事
文
書
課
長

五
七
課
長
」
を
「
五
六
課
長
」
に

錦
川
総
合
開
発
事
務
所
長

一
学
事
文
書
課
長

三

県
知
事

村

岡

嗣

政

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

和
二
十
九
年
山
口
県
訓
令
第
三
十

策
企
画
課
」
に
改
め
る
。

庁

中

一

般

部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う

も
の
並
び
に
源
泉
徴
収

票
及
び
給
与
支
払
報
告

書
用
（
学
事
文
書
課
長

が
管
守
す
る
二
七
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
平
方
の
知
事

職
務
代
理
者
印
を
使
用

す
る
の
が
不
適
当
な
も

の
に
限
る
。
）

」
に

改
め
る
。

土
地
買
収
登
記
用

」
を」

免
状
、
身
分
証
明
書
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

六 に 、 削を

訓

令



平
成
二

平
成
二

平成 年 月 日 月曜日

山
基

部
を

山 口

山
山

五
百

県 報

山
に
改別

め
るこ

（号 外 ）

山
山十

六
年
三
月
三
十
一
日
印
刷

十
六
年
三
月
三
十
一
日
発
行

「
山
口
県
総
合
企
画
部
地
域
政
策
課

口
県
告
示
第
百
三
十
一
号

準
点
測
量
成
果
の
写
し
の
閲
覧
に

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

告

口
県
告
示
第
百
三
十
号

口
県
不
動
産
鑑
定
業
者
登
録
簿
閲

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
都
市
計
画
推
進
協
議
会

口
県
都
市
計
画
推
進
協
議
会
規
程

正
す
る
。

表
第
二
総
合
企
画
部
の
項
中
「
統

。
附

則

の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月

口
県
訓
令
第
四
号

口
県
都
市
計
画
推
進
協
議
会
規
程

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

発
行
所

山

口

発
行
人

山
口
県

山
口
県
知

内
」
を
「
山
口
県
総
合
企
画
部

関
す
る
規
程
（
平
成
元
年
山
口

示

覧
所
の
設
置
に
関
す
る
告
示
（

正
し
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一

山
口
県
知

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（
昭
和
四
十
四
年
山
口
県
訓
令

計
分
析
課
長

地
域
政
策
課
長

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次

山
口
県
知

県

庁
知
事

事

村

岡

嗣

政

政
策
企
画
課
内
」
に
改
め
る
。

県
告
示
第
六
百
五
十
号
）
の
一

昭
和
四
十
一
年
山
口
県
告
示
第

日
か
ら
施
行
す
る
。

事

村

岡

嗣

政

第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

」
を
「
統
計
分
析
課
長
」
に
改

庁

中

一

般

各
出
先
機
関

の
よ
う
に
定
め
る
。

事

村

岡

嗣

政

第
一
条
中
「
総
合
企
画
部
地

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
六

域
政
策
課
」
を
「
総
合
企
画
部
政

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

策
企
画
課
」
に
改
め
る
。

四

告

示


